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考えられる。しかし、局在スピンの構造の波数 kS からフェルミ波数 kF を見積もるという研究














まず伝導電子密度 nc を固定して J 局在スピンの構造の波数 kS の関係を調べた。まず J が小さ
い領域では、小さなフェルミ面描像によって説明できるkSが実現する。その J を大きくしていく












































トが安定化させる RKKY相互作用の効果を理解する必要があり、近藤効果と RKKY 相互作用の競合の問題
を解決する必要がある。本論文の目的は、このような近藤効果と RKKY 相互作用の競合領域における電
子状態を数値的に解析することで、局在電子と伝導電子が共存する系で実現する新しい量子多体状態を
解明することである。 
 
若目田寛提出の博士論文は、局在電子と伝導電子を含む最も基礎的な模型である一次元近藤格子模型
の基底状態を数値的に調べたものである。近藤効果と RKKY 相互作用の競合領域における特異な電子状
態を明らかにするために、局在スピンの磁気構造と電荷感受率の電子密度および相互作用依存性を密度
行列繰り込み群にエネルギースケールの空間変調を組み合わせた新しい方法を用いて解析し、その結果、
複数の正孔が束縛された複合粒子によって理解できる新しい金属相と絶縁相を発見した。さらにより一
般的な周期アンダーソン模型を解析することで、この新しい電子状態が電子間斥力の弱い領域まで存在
することを明らかにした。 
 
これらの研究は固体中の電子状態に対して新しい知見をもたらし、自立した研究活動を行うに足る高
度の研究能力と学識を有することを示した。よって若目田寛提出の論文は博士（理学）の学位論文とし
て合格と認める。 
